
大飯発電所敷地内 南側におけるトレンチ調査状況の概要（中間報告）
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添付資料

南側トレンチ全体写真

トレンチ概要
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南側法面概略スケッチ及び火山灰出現層準
（現在までに分析が完了したもの）
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写真③ （南側法面）

南側トレンチ掘削範囲

今回再評価した
Ｆ－６破砕帯

これまでの
Ｆ－６破砕帯

Ｄ－Ｄ’断面位置南側トレンチ掘削範囲
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礫層（締まっている）

亜角礫主体で礫径１～２０ｃｍ

最大礫径３０ｃｍ

砂礫層（締まっている）

亜円礫主体で礫径０．５～３ｃｍ

最大礫径７ｃｍ

礫層（締まっている）

亜円礫主体で礫径１～２０ｃｍ

最大礫径５０ｃｍ

細粒部は亜円礫主体

幅１０～４０ｃｍ角礫状破砕部
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幅１～３ｃｍ

褐色化

Ｆ－６破砕帯 詳細スケッチ （北壁の東端）写真④ （北壁の東端で認められたＦ－６破砕帯）

岩盤

堆積層
（3層）

岩盤

堆積層
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・トレンチ基盤岩中には複数の破砕帯が確認されたが、このうち、トレンチ東端で確認された破砕帯は、走向傾斜（東端北壁位置で走向が

N8～12W、傾斜が70～72E）、最新活動時の運動センス（右横ずれ、正断層センス）がＦ－６破砕帯の特徴と一致していることを確認した。

・南側斜面の１層よりK-Tz火山灰（約9.5万年）、２層上部よりhpm1火山灰（約23万年前）を確認した。

・Ｆ－６破砕帯は、２層よりも古い３層の地層に覆われており、Ｆ－６破砕帯を含め、今回確認された破砕帯はいずれも上位の地層（１～３層）に

変位･変形を与えていない。

・これらのことから、Ｆ－６破砕帯を含め今回確認された破砕帯は少なくとも後期更新世以降の活動はない。


